
2005年9月 スリラン

カの被災地を訪ねて！ 

 

●スマトラ沖地震災害発生時

からＴＦＧの支援活動が続け

られていましたが、あらため

てあの時の被災地を訪れてみ

る事にしました。 

●多くの方々からの義援金が

現地でどのように使われ、役

に立っているのかを知るため

に又義援金を授かった多くの

人たちへの報告をかねての訪

問でした。 

●ＴＦＧは2004年12月27日

（災害の翌日）から現地にと

どまったクマーラ先生とマー

ネルさんや現地ＴＦＧの支援

者が被災地を訪問支援活動は

2005年NO1のニュースレター

でお知らせしたとおりです。 

●今回の現地訪問は、その後

の現地状況支援活動の成果を

計る上で大切な訪問でした。 

（片岡 功） 
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「青少年自立のための職業訓練支援inスリランカ！」 

 スマトラ沖災害も忘れ去ろうとしてい

ますが、2004年12月26日はＴＦＧ理事長

のアーナンダ・クマーラ先生 三重県支

部の辻井博農業専門員、縫製を担当する

私でスリランカ職業訓練校支援活動で現

地訪問の最終日でした。25日はスリラン

カ滞在を終えて帰国前夜の

為に少しゆっくりと体を休

めようと、南部のホテルに

予約を入れようとしていま

したが、この日に限り、何

所のホテルも一杯で泊まる

事が出来ません。 

 この日は仏教の満月の夜

に当たり、お金のある人た

ちは家族とともにホテルに

泊まり楽しみ、ある人はク

リスマスの為にホテルに宿

泊するなど、満月の夜とク

リスマスが重なり何所も満

室状態でした。止む無く 

キャンディーの山の中のホ

テルが一軒だけ空いた部屋がありそこに

泊まらざるを得ませんでした。ホテルに

ついて驚いたのは、今日オープンのホテ

ルでした。山の斜面に作られた小さなホ

テルでオープンとはいえ階段のテスリや

レストランの窓枠も出来ていないまま

オープンしたホテルでした。それでも何

所も空いていないためにここに泊まるよ

り方法も無く止むに止まれずスリランカ

の最後の夜を過ごしました。 

 26日の朝ホテルを出発して紅茶を買い

求め帰国のための荷物の準備にかかりま

した、その時に車のラジオを聴いていた

マイクロバスの運転手がクマーラ先生に

何事か急いで伝えていました。内容は海

岸で死者が出たとのラジオ放送でした。

それからラジオはひっきりなしに津波に

よる被害状況を伝え犠牲者の数がどんど

ん増えてゆきました。丁度 神戸の地震

のときのように犠牲者の数が聞くたびに

増え大変な事が起きた事を知りました。 

 既にコロンボの空港にまで水が押し寄

せ空港が危ないとの予測も出始め26日の

深夜便で帰国する辻井博さんと私は取り

合えず空港へ行くことにした。途中の道

路が水浸しで通れないようでは困るので

早めに空港へ向けて出発。空港へは4時
に到着しクマーラ先生は状況を調査の為

に引換えしました。そのときはこんなに

大きな犠牲者が出るとは全く思いません

でした。飛行機の待合室にいるときにク

マーラ先生の携帯に日本から電話が入

り、われわれ全員が無事であると返事し

た。 

 既に空港のテレビには津波の惨状が映

し出され多くの人が水に流されてゆく画

面が映し出されスリランカでの出来事と

は考えられませんでした。帰国の飛行機

は荷物は受付たものの、コロンボへ到着

予定の飛行機は着ません。 
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スマトラ沖地震によるスリランカの被害 

 丁度香港経由の便だけがあ

り急いで乗せて頂き帰国する

ことが出来ました。 

 あの時、もし何時ものよう

に南部の海岸沿いのホテルに

泊まっていたら私達3名は犠牲

となっていたことは明白で

す。運良くホテルが満室の為

に私達3名は災害に会わずに済

んだのでした。神様が守って

くださったとつくづく感じま

した。（片岡 功） 



WTI支援の状況報告 

 2005年8月～9月の現地

訪問は、第一弾としてＴ

ＦＧ愛知県支部の片岡と

京都大学の山下君、現地

ではクマーラ先生とマー

ネルさんがすでに現地で

ＷＴＩへ行くなど活動が

はじまっていました。 

 山下君は2ヶ月の滞在

で、私が帰国すると同時

に鈴鹿国際大学大学院生

の日置さんがコロンボ空

港で入れ替わりＷＴＩ支

援活動調査で滞在しま

す。 

ワリピテア村の研修生を訪問 

 （2005年8月訪問） 

 
●昨年の8月研修に参加し、現在は村に

戻って農業を営んでいる（18歳、男子中

学校卒）。 

●1エーカー（1200坪）の農業。 

●農産物収穫期が年6回あり1回で3,000
～4,000ｋｇの収穫（赤カブの生産）1kg
＝6～10Rsになる。 

●初年度50,000Rsを赤かぶで収益を上

げた、 

●費用＝人件費が15,000Rs。税金＝1
エーカー当たり6Rs。合計35,000Rsを得

る 事 が 出 来・そ の た め に 銀 行 へ

10,000Rsを貯金した（金利が高いため
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パンシャガマ村 

（植林事業） 

 この村へは2004年12月に訪

問し指導を行っていた、そのと

きに摂った写真を渡す。 

 卒業生の中には自分で近所の

人や友人の衣類を縫製している

人も居ます、またシシュウーな

どを施したドレスなども都会で

も十分販売できる品質に出来上

がっていますが，流通部門が確

立されていないために今後の課

題があります。 

 政府の機関と話しながら販売

ルートについて開発する必要を

感じました。又日本からのデザ

インなどを現地へ伝える必要も

有ります、婦人雑誌や，デザイ

ン雑誌、日本のファッション誌

などを次回に持参し、付加価値

を付けられる商品作りを教えて

あげたい。 

 今度スリランカを訪問すると

きに縫製指導者を連れて行きた

いと考えています。 

●農業研修（女性）食品加工と販売

の講義（片岡、山下担当）  

 ＷＴＩで研修生（女性）を集めてＴ

ＦＧ主催の研修を行いました。この研

修は農業コースの一環として行われ、

特に日本から持参したお菓子（袋入れ

で日本のスーパーで販売しているもの

を持参）を見せながら付加価値の付け

方、包装、販売の方法などを片岡と山

下が担当しました。 

特に包装面での価値観は皆さんの大変

興味のあるところで、価値観について

感心を示しました。同じ材料を使いな

がらどうして高く売れるのか、少ない

資源をいかに生かして使うかが日本か

ら持参したお菓子を説明しながら勉強

しました。写真は、講義を熱心に聴い

ている研修生と職員。手前にWTI所。 

研修生の赤カブ畑。ちょうど収穫作業を

やっています！ 北西州・ワリピティヤ村 

ケーススタディー：研修の効果 

ワ リ ピ テ ア 村

（縫製教室）  植林事業はパンジャガマ村の学校の校

庭に植林を実施、生徒がブラスバンドで

出迎えてくれた。大きな木下に集まり、

村人も大勢参加し村の一大行事として行

われました。この村はＴＦＧとの繋がり

が深く、ＷＴＩの農業を含む研修生100
名とミシン教室では60名の研修生を送り

出した村です。 

       （写真は、植林をするＴ

ＦＧの山下君。右側に立っているのはお

坊さんです） 

 



ＷＴＩにて農業コース終了式 

●女性24名が修了証書を受ける！ 

  
 ＴＦＧではWTI（職業訓練校）では農業一

般、機械化農業、パソコン指導、縫製ミシ

ン指導、植林事業に関っています、日本

からＴＦＧ会員が現地へ入る時はこのい

ずれかの研修修了生の卒業式に参加出

来るような日程を組んで入ります。今回

は一般農業研修（女性対象）の卒業式に

参加しました。 

 研修の成果を確認するためにWTIの研

修講師は卒業生を2グループ（赤組 黄

組）に分けＱ＆Ａ方式で指導員が質問し

答えられなかった人は何かのパフォーマ

ンス（歌を歌ったり・・・）をしましたグルー

プ対応の戦いは赤組355 対黄組330の

得点で終了。 

 卒業生の中で米の収穫は年間2回でし

たが今年は1回しか収穫できなかった。そ

のために他の方法で収入を考えなけれ

ばならない。そうした時にＷＴＩでの研修は

新しい情報と知識を与えてくれて大変良

かったといわれ感動しました。 
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津波支援事業紹介 

●  ダ ン ガ ッ ラ・Vihara 

Maha  Devi Maha  Vid-

yalaya 校 （スポーツ用品と伝統

文化を守る楽器・スリランカダンス衣装

寄贈）（中高一貫教育の学校） 

 

 全校生徒650名ですが被害の校舎に

は授業が出来ないために小学生200名

が他の高校へ移っています。訪問した時

はダンスの練習中でした。10月に町のイ

ベントに参加するために猛練習中。この

学校へはスポーツ用品とスリランカダン

スのための民族衣装を40人分、楽器は

太鼓8個シンバル2個、其の他楽器修理

に14個が完成しました。これも一般から

寄贈されたお金がＴＦＧを経由して使わ

れました。この学校では生徒が4人亡く

なり13人の親が亡くなった家が流され

た人は100人に及ぶ。 

 学校の先生が指差しているのは津波

がこの高さまで押し寄せたと津波の後

を見せてくれました。学校の窓ガラスに

も津波が押し寄せた後が今でも残って

います。 

 南部の海岸沿いの国道を走ると、打ち

上げられた船の残骸が放置されたまま

です。 

TFGの支援により立てられた鈴棟・緊急避難のお知らせも目的 
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南部の津波で被害を受

けた、マータラ、ダン

ゴール、ベリガマ、 

ゴール視察調査を！ 

 

● ジャナーディパティ学校  

  （大統領記念校）訪問 

 

 この日は、ビスケット150個持参し訪問

する。寄付金も5,000Rsを贈る。災害で

被害を受けたためにＴＦＧが当時図書を

3500冊寄贈（図書館6500冊のうち）。 

 講堂には先生生徒が集まりＴＦＧを歓

迎してくれました。皆さんの前で今回も

「文具と小切手合計 10,000Rs」を贈

る。日本の「美濃和紙の絵」を寄贈しま

した。学生が描いた絵を預かり、また訪

問する約束を交わせ出発。 

 

● タラッラ南校訪問 

   （ベル塔・ミシンを寄贈） 

 この学校は海岸に接しているために直

接大きな被害を受け、仮設の校舎で授

業が行われています、生徒に知らせる時

間の合図は自動車の部品（タイヤを支

えている金属）を木に吊り叩いて知らせ

ていました。 

 前回の皆様からの義援金の中から津

波災害を機に今回緊急用に村全体にも

響き渡り緊急事態を知らせる「ベル塔」

建設資金を渡しましたそのベル塔の完

成とプレートにはＴＦＧからの義援金によ

ると記されています。その他ミシンを寄

贈も寄贈するための資金を渡してあり

ます。（上の写真はTFGの資金により立

てられたベル塔です） 

南部地域の災害支援状況とTFG 

 ●被災地支援について 

  ＴＦＧの考えは・・ 

 
 被災地を視察し義援金のその後の活

用状況を見て回りました。親や子供が犠

牲となり甚大な被害を受けましたが、住

民や学校など不自由ながら力強く立ち

直ろうとしています。 
 災害当時は被災地へ日本から物資支

援が行われました。然し我々が想像した

以上スリランカには支援物資が豊富で

した。日本でも災害時には緊急物資の

支援が各地から行われ経済活動が災

害時には活発に行われた経験がありま

す。それでも今回の地震災害では国自

体に大きなダメージを受けました。 

 そうした中でスリランカに対し何をすべ

きか、物資支援でよいのだろうか。その

国の経済活性化のためには日本から物

資を支援する事がその国の経済にはた

して良いことなのか，資源に恵まれない

ＮＧＯはこのような時に何をすべきか。文

房具を大量に送たり、日本の不要となっ

た衣料を送ることが果たしてその国の

支援となりうるだろうか，ＴＦＧはこうし

た支援についての問題点を探る良い機

会でも在りました。 

津波の後の水位はここまででしたよ ！ 
学生用の道具も全部流されたり、使え
なくなったりして、今はとても困っている
んだけれど･･・・校長先生・・・（写真：下） 

ありがとう！！ TFGの活動を支えて下

さっている皆様に感謝をいたします。 



ホームページもご覧

ください。 
example.microsoft.

●デカンコウエン村（縫製ミシン研修）！！ 
  ＷＴＩの所長ヴーラセーカラ氏も同行 

 

（2005年6月23日にオープンしたばかりの研修所） 

 

 山の中の村でWTIから山道を走り約2時間、クルネーガラのホテ

ルを出発しWTIへ立ち寄り3時間かけて11時に到着しました。 

 WTIからは大変遠い村です。デカンコウエン村のミシン研修学

校当初20数名で始めたが16名が研修を受けていた（貧しくて教

材を買うこと

の 出 来 な い

女 性 8 名 が

来 な く な っ

た）経済的に

貧しい人たち

の 為 に 教 材

の 購 入 を 考

え る 必 要 が

ありました。 

 今後の課題

より直ぐにで

も 購 入 す る

必要があります。また、人里離れた場所の為にせっかく製品を作

成しても売る方法が無いために流通を今後考える必要を感じ

る。（後ろの黄色の看板を掲げたミシン教室）ここでも日本から

女性雑誌、ファッション雑誌などを持参する必要があります、価

値観の概念

が 無 く 手 先

の器用な女

性達の技術

を 生 か す た

め に も 日 本

か ら 雑 誌 な

ど を 今 後 持

ち 込 む こ と

が大切です、

新 し い 雑 誌

でなくとも、

日本の家庭

などにある雑誌を是非持参したいものです。 

 

● 事務局よりおねがい ！！  

 パソコンで資料作成などができるボランティアの方を

探しています。 

 TFGのニュースレターの作成やホームページの更新など

の手伝いのためです。インターネットを利用できる環境

があれば、住んでいる場所はあまり関係ありません。 

 空いている時間やその才能をTFGの活動の充実のために

役たたせていただけませんか。大学生や社会人、主婦な

どどなたでも結構です。 

 連絡はメールか電話でTFG本部へ 

 また、TFG活動への資金提供、会費納入などは下記の口

座へ。 

 

★ 口 座 名    タランガ フレンドシップ グループ 

★ 口座番号    郵便貯金口座 ００８３０-３-１０２５６３ 

                  大垣共立銀行扶桑支店 普通口座 １２３８５６ 

メール：taranga@e-net.or.jp   ☎ 0593-72-3974 

● オアンジャカマ村（植林事業）見放 

   された村へＴＦＧの支援が届く 
 

 この村は支援を全く受けた事が無く、WTIが初めて支援体

制を作り、この村の指導はWTIが中心となり植林、やバナナの

栽培に力を入れてきた。この支援も元はＴＦＧであり、このよう

な遠いところまで日本のTFGが来てくれるとは思わなかった，

トテモ感動しています。これからも忘れずにいて欲しいと村の

代表が挨拶された。我々には盛大なバンド演奏で入村歓迎。 

 今回の指導は村の将来を築く上での大きなプロジェクトで

あり、村人は関心を持って我々一向を迎えてくださいました。 

大勢の村人が集まる中でクマーラ先生の村の発展に繋がる

お話をされました。スリランカ政府の農業公社指導員も同行し

ており、記念すべき訪問でした。 

 この村で日本の印象を聞いたところ日本について知ってる

人がたった2人でした、又「発展国・車が良い」と答えた。 

 この村からＷＴＩの研修に参加した人（女性6 男性3）からの

要請で今回この村に入り植林事業をおこなう事が出来まし

た。ＴＦＧから寄贈された苗木はマンゴ 200、チーク1,000 マホ

ガニ1,000ジャックフルーツ100本 計2300本。 

 遠く離れた陸の孤島のようなこの地ではＴＦＧの支援で初め

て情報が入り、村の活性化の第一歩をＷＴＩ関係者とともに実

施できたことに大変喜んでくださいました。（写真は、研修生、北

西州政府役員、WTI 研修指導者、住民、学生の前での挨拶するク
マーラTFG理事長） 

図や写真の説明を記入します。 

 

オアンジャカマ村でTFG訪問団を待っている学生たち･住民 


